
北海道職業能力開発大学校

厚生労働省所管

※ロボットSIer（システムインテグレータ）：
ロボットを使用した生産ラインの導入提案や設計、
組立などを行うエキスパートのことです。

応用課程 生産ロボットシステムコース

２０２１年４月開設

（エスアイヤー/エスアイアー）



・応用課程のカリキュラムを改編し、新たに生産ロボットシステムコースが開設されます。
・専門課程のカリキュラムの一部もDX/GX、第4次産業革命に対応したものに変わります。

生産システム技術系応用課程の従来カリキュラムに加えて、産業用ロボットに関する基本
的な知識や活用技術を習得します。主な新設科目には、全学生が受講するロボット共通科目
（ロボット工学、ロボット工学実習）とロボットコースの学生のみが受講するロボット専攻
科目（主に課題実習）があります。

ロボット工学
生産自動化システムの形態、システ

ム構成要素であるNC工作機械や産業用
ロボット、搬送機器システム、自動倉
庫システム及び検査システム、最新の
技術動向について学習する。（特別教
育含む）

ロボット工学実習
産業用ロボットの基本操作や安全に

関する知識とともにPLCによる制御方
法を習得する。また、産業用ロボット
の動作及び工場レイアウト等について
もシミュレーションソフトウェアを用
いて学習する。（特別教育含む）

人手不足 生産性向上 コスト削減

課題解決のために注目を集めているロボット技術

製造業の抱える課題

ロボット導入の課題
ロボットコース開設！

能開大の役割

ロボットやIoTなど第４次
産業革命に対応した生産技
術者の育成

・AI、ロボット技術の活用
・生産システムのネットワーク
制御 （IoT）

・生産ロボットシステムの構築
・自動化による生産性向上、生
産管理

ロボット導入
に必要な基礎
情報の不足

ロボット関連
技術者の不足

ロボット導入による
生産工程改善などの
ノウハウ不足

※専門課程、応用課程のカリキュラム
は、第4次産業革命に対応したものに
改訂されます。

※全国の能開大10校に開設

これまで産業界（製造業）では、生産性向上やコスト削減のためにロボットが活用されて
おり、今後の我が国における労働人口減少問題の対応にも期待されています。また、近年、
第4次産業革命（以下4革）による技術進展により、ロボットやIoTを活用した生産システムの
導入が拡大され、ロボット関連技術者のニーズが高まっています。そこで能開大では、応用
課程生産システム技術系3科（生産機械システム技術科、生産電気システム技術科、生産電
子情報システム技術科）に、新たに生産ロボットシステムコース（以下ロボットコース）を
設置し、各科の強みを活かし、ロボット技術を活用した生産システムの構築、運用管理、保
守および改善ができる「将来の生産技術・生産管理部門のリーダー」を育成します。

能開大のカリキュラムが変わる！

概要

カリキュラム

ロボット共通科目



電子回路基板

1. 供給ステーション
（パラレルリンクロボット）

基板にICチップを挿入するICチップ

2. 外観判別ステーション
（多関節双腕ロボット）

3. 機能検査ステーション
（垂直多関節ロボット）

4. 組立て・仕分けステーション
（垂直多関節ロボット）

5. 自動搬送車

カメラで基板の外観を
検査する

基板に電源を供給し、
動作試験を行う

検査に合格した基板を
ケースに入れる

完成品を搬送する

標準課題実習（3年次）・・・上記例のロボットシステムを活用し、各科の要素を組み合わせた課題に取り組む

課題1 ロボット機器製作課題実習
産業用ロボットと搬送ステーションを組み合わせ、
機械、電気、電子情報の要素が連動し学習できる
標準課題

課題2 ロボット機器運用課題実習
搬送と検査・仕分けステーションの複数ステーション
を組合せ、生産ラインの構築、運用、保守、改善が学
習できる標準課題

生産対象

各科の専門分野（機械設計、電気設計、プログラム等）を活かし、導入される各種ロボッ
トを中心とした生産自動化ラインシステムの構築から保守・運用・改善などを、3科合同の
プロジェクト課題とし、グループ学習を通じて取り組みます。

課題実習例

コース選択

ロボットコースで学ぶためには、応用課程生産システム技術系3科に所属し、3年次に各科
の専攻コース又はロボットコースを選択します。ロボットコースの定員は各科5名程度です。
コース選択は希望制ですが、希望者数多数の場合に限り選考を行います。

＜電子回路基板組立ラインの例＞

生産技術科

電気エネルギー
制御科

電子情報技術科

生産機械
システム技術科

生産電気
システム技術科

生産電子情報
システム技術科

専門課程（1・2年次） 応用課程（3・4年次）

ロボット共通科目 コース専攻科目（課題実習）

生産ロボットシステムコース

生産機械システムコース

生産電気システムコース

生産電子情報システムコース

発電電力制御システム
設計製作課題実習

電動車両走行システム
設計製作課題実習

ロボット機器
製作課題実習

ロボット機器
運用課題実習

組込みシステム
構築課題実習

電子通信機器
設計製作課題実習

自動化機器
製作課題実習

精密機器
製作課題実習

開
発
課
題
実
習

4革対応科目*

・3年次必修の課題実習（2テーマ:20単位）でコースが分かれます
・希望するコースへの配属にあたり試験等は実施しません

*4革対応科目とは、第4次産業革命に対応した専門課程の
専攻科目のことです。

進学 コース選択



北海道職業能力開発大学校
厚生労働省所管

〒047-0292 北海道小樽市銭函3丁目190番地

TEL 0134-62-3552 （学務課）

http://www3.jeed.go.jp/hokkaido/college/ 

北海道能開大 検索

■一般社団法人日本ロボット工業会 URL：https://www.jara.jp/index.html
日本のロボット及びシステム製品を製造する企業を会員とする業界団体。サイトでは、

各種統計データや各種制度の情報提供、関連する各種情報を提供

目標

生産現場で活用できる最適なロボットシステムを構築するために、下記①～③等の技術を
習得し、システムや製品の企画・開発から生産工程の改良・改善・運用・管理等ができるエ
ンジニアの育成を目指します。
①産業用ロボットの利活用、人とロボットの協働、産業用ロボットの保守メンテナンス技術
②システム構築、自動化システムの適用技術
③組込みプログラム、IoT技術に対応したフィールドネットワーク技術

就職先

従来の就職先に加え、ロボットを活用したシステム構築を行う様々な製造現場（例：自動
車・医療・食品等）で活躍できます。

ロボット活用参考Webサイト

ロボットに関する技術動向やロボット導入に関する情報、ロボット技術者の育成や国の政
策など、以下のWebサイトが参考となります。

ACCESS

ロボット活用ナビ 検索

生産ロボットシステムコース、ロボットラボ


